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あらまし：近年，学習障碍児を対象とした ICT を用いた学習支援機器が小学校をはじめ多くの教育機関

で普及しつつある．しかし，これらの支援機器を使用した学習の評価については，これまで研究されてき

ておらず，教師による学習評価の方法は確立されていない状況である．そこで，本研究では，読みに困難

のある児童向け支援機器である DAISYを対象に，支援機器を用いた学習を教師が評価するためのモニタ

リングツールを作成することを目的とする．このモニタリングツールでは，DAISY の再生履歴から取得

した各センテンスの再生回数をコンテンツにハイライトとしてオーバーレイすることで学習の様子を視

覚的に判断することが可能となる．これらの機能を利用することで，教師による指導の効率化と最適化を

目指す．本稿では特別支援学級の現状と，学習モニタリングツールに求められる機能を整理した上で，ツ

ール設計の成果と利用例を示す． 
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1. はじめに 

2008年に「障碍のある児童および生徒のための教

科用特定図書等の普及の促進に関する法律」（教科書

バリアフリー法）が制定され，電子教材等新たな学

習スタイルが広まった．さらに，2016年 4月からは

「障碍を理由とする差別の解消の促進に関する法律」

（障碍者差別解消法）が施行され，障碍者に対して

の平等な学習が義務化されることとなった．こうい

った背景から電子教科書の普及が進んでいる．電子

教科書を用いた学習の評価には，これまで読字，書

字能力，また自尊心感情の変化を見ることで効果の

検証を行うもの(1)や，特異的発達障碍診断・治療の

ためのガイドラインを用いて読みを評価するもの(2)

などの評価研究が行われてきた．しかし，これらの

評価法は専門的な知識が必要であり，さらに時間も

かかるという問題がある． 

効率的な学習には，スムーズな学習指導の反映が

不可欠である．そこで本研究では電子教科書の 1つ

であるマルチメディア DAISY 教科書を用い，即時

の学習評価を可能とする自動モニタリングツールの

設計，製作を行っていく． 

 

2. DAISY 
DAISY（Digital Accessible Information SYstem）と

は視覚障碍者や印刷物を読むことが困難な人々のた

めのデジタル録音図書の国際標準規格であり，

DAISYコンソーシアム（本部スイス）により開発と

維持がされている情報システムである． 

DAISY は無償の国際標準規格であり誰でもコン

テンツや再生ツールを開発することができる．この

ためユーザはパソコンや携帯電話，タブレット端末，

専用プレイヤーなど用途に応じて再生ツールを選ぶ

ことができる．また，DAISYコンソーシアム公認の

オーサリングツールを使用してデジタル図書を作る

ことができ，専用の機器やパソコンにソフトウェア

をインストールしてこれらの図書を再生できる． 

2.1 マルチメディア DAISY教科書 

教科書バリアフリー法制定と著作権法 33 条の 2

の改正により製作が可能となったマルチメディア

DAISY教科書等の普及が進んでいる．マルチメディ

ア DAISY 教科書は，通常の教科書と同様のテキス

トと画像を使用し，音声による読み上げとそれに同

期してテキストにハイライトが施される電子教科書

である．ユーザは音声を聞きながらハイライトされ

たテキストを読み，同じ画面上で画像を見ることで

視覚と聴覚からの情報を得ることができる． 

また，文字の大きさやカラーコントラスト，読み上

げとハイライトのオンオフ，読み上げスピード等の

調節が可能である．再生ツールによっては検索やし

おりといった機能が付与されているものもある． 

 

3. DAISYを用いた特別支援教育の現状 

マルチメディア DAISY 教科書は多くの小中学校

の特別支援教育等の場で使用されている．活用方法

はさまざまであり，授業において個別的，集団的に

使用されるケースや，担当教諭により DAISY 化さ

れた宿題に児童が家庭で取り組むケースなどがある．

日本障碍者リハビリテーション協会が公開している

DAISY活用事例集によれば，パソコンを使用した国

語の授業に加え家庭で宿題の音読を行うことで，読

書に関心を持つようになった事例や，読み飛ばし，

勝手読みが軽減された事例が紹介されている． 
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4. 学習モニタリングツール 

1 章に記したとおり，これまでの電子教科書を用

いた学習評価の研究は，専門的な知識を必要とし時

間がかかるものであった．また，実際に障碍児童を

指導する小学校教諭を対象とした聞き取り調査から， 

1）授業やテストにおいては，即時に児童に対応する

ことが可能な評価法が指導の上で重要であること，2）

見やすくわかりやすい評価結果の提示が必要である

ことがわかった．よって，本研究では即時の指導判

断を可能とするモニタリングツールの開発を行う．  

4.1 DAISY再生アプリケーション 

本研究では，シナノケンシ株式会社にて開発中の

ログ出力機能付き DAISY 再生アプリケーションを

DAISY再生機として使用する．本アプリケーション

は Android プラットフォーム上で動作するマルチメ

ディア DAISY再生機であり，“再生開始時間”，“操

作されたボタン”，“再生状態”，“コンテンツのファ

イルパス”，“コンテンツファイル名”，“再生された

センテンス ID”の 6つの情報がログとして保存され

る．提案するツールは，この再生履歴から各センテ

ンスの再生回数を計算し，取得した再生回数をコン

テンツにハイライトとしてオーバーレイする．これ

により，学習の様子を視覚的に判断することが可能

になると考えた． 

4.2 機能要件 

モニタリングツールに求められる要件を以下のよ

うに整理した． 

・モニタリングツールは評価結果を即時に出力で

きること． 

・評価結果は見やすく即時の判断を可能とする出

力であること． 

・解析に特殊な機器を必要とせずパソコン 1台で

処理を行えるものにする． 

4.3 機能設計 

モニタリングツールではその再生履歴から各セン

テンスの再生回数を計算する．取得した再生回数は

DAISY コンテンツのテキストデータである HTML

形式ファイルのセンテンスにハイライトとして回数

のオーバーレイを行う．これにより再生回数を視覚

的に表示する．オーバーレイするハイライト色はあ

らかじめ回数による色分けとコントラストを決めて

おく．これからツールは再生回数によって自動的に

センテンスの色分けを行う．テキストへのハイライ

ト付与は，ツールがコンテンツのコピーファイルに

スタイルシートを直接書き出すことで実現する．ま

た，実行環境はWindows PCを想定し，実行画面は

操作がしやすく実行が簡単なフォームアプリケーシ

ョンとする．コンテンツのテキストファイルが

HTML形式であることから，解析結果はブラウザで

確認できることとした． 

図 1に設計したモニタリングツールの出力結果を

示す．図では色が濃い箇所ほど，多くの回数が再生 

 
図 1 モニタリングツールの出力結果 

 

されたことを表している．各センテンスに対して回

数で色分けしたハイライトの付与を行うことで，一

目でセンテンスごとの再生頻度，再生傾向を判断す

ることができる．これにより，テストなどでは回答

を導くために確認された文章や語句を予想すること

ができる．また，児童の学習傾向をつかむことで，

躓いている文章箇所等をこの出力結果から判断する

ことができ，指導者は即時に児童に対して適切な指

導反映をすることができると予想される． 

 

5. まとめと考察 

本稿では，電子教科書を用いた学習評価の問題を

指摘し，実際に障碍児童を指導する教員の意見をも

とに学習モニタリングツールの設計を行った．特に

重要な機能要件は，即時に評価結果を出力できるこ

と，評価結果は見やすく判断のしやすい出力である

ことの 2点である．これらは，その場で即座に問題

解決をするという特別支援教育の指導法とも関連す

る．図 1で示したモニタリングツールの出力結果を

実際の教員に見せたところ，再生頻度がわかりやす

く実際に活用ができれば指導の効率が上がる可能性

があるという意見を得た． 

今後は実際の運用をめざしツールの機能改善や付

加機能の検討を行っていく．このことを踏まえた上

で今後は再生機や教材製作ソフト等，関連する機器

の機能等の提案も行っていく． 
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